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紹
　
介

蜂
矢
真
郷
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語
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成
要
素
研
究
』

伊
　
藤

　
智

　
弘

『
国
語
語
構
成
要
素
研
究
』（
以
下
、「
本
書
」）
が
扱
う
の
は
、
上
代
・
平

安
時
代
を
中
心
と
し
た
、
日
本
語
古
代
語
に
お
け
る
語
構
成
で
あ
る
。

日
本
語
の
本
格
的
な
語
構
成
研
究
は
、
阪
倉
篤
義
『
語
構
成
の
研
究
』
を

嚆
矢
と
す
る
。
そ
の
後
の
研
究
は
蜂
矢
氏
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
、『
国
語

重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』『
国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』『
古
代

語
形
容
詞
の
研
究
』
な
ど
が
到
達
点
を
示
し
て
い
る
（
な
お
、
こ
こ
に
上
げ

た
三
書
は
、
本
書
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
か
な
り
多
い
た
め
、
常
に

参
観
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
）。

本
書
（
及
び
、
前
掲
著
書
）
の
検
討
は
、『
語
構
成
の
研
究
』
に
基
づ
い
た
、

語
構
成
要
素
の
独
立
性
に
よ
る
分
類
を
軸
と
し
て
進
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、

名
詞
・
動
詞
の
露
出
形
と
い
っ
た
「
独
立
的
要
素
」、
接
頭
辞
・
接
尾
辞
と

い
っ
た
「
非
独
立
的
要
素
」、
そ
し
て
「
独
立
的
要
素
」
に
準
ず
る
単
位
と
し

て
の
、
動
詞
・
名
詞
の
被
覆
形
や
形
容
詞
語
幹
・
語
基
な
ど
「
準
独
立
的
要

素
」、
の
分
類
で
あ
る
。
本
書
は
「
準
独
立
的
要
素
」
を
検
討
の
中
心
に
据
え
、

そ
れ
が
独
立
的
・
非
独
立
的
な
も
の
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ

る
の
か
、
を
重
要
な
論
点
と
す
る
（「
準
独
立
的
要
素
」
が
含
む
範
囲
は
、
第

四
章
で
も
さ
ら
に
論
じ
ら
れ
る
）。

第
一
篇
「
形
容
詞
語
幹
・
語
基
の
用
法
」
で
は
、
形
容
詞
語
幹
・
語
基
の

語
構
成
上
の
振
る
舞
い
や
用
法
が
、
ク
活
用
形
容
詞
と
シ
ク
活
用
形
容
詞
の

異
な
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
網
羅
的
に
整
理
さ
れ
る
。
同
趣
の
も
の
は
『
時

代
別
国
語
大
辞
典
上
代
篇
』
な
ど
に
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で

の
、
よ
り
広
範
・
精
密
な
記
述
で
あ
る
。
以
降
の
篇
は
、
本
篇
で
の
検
討
を

基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。

な
お
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
学
校
文
法
と
は
異
な
る
活
用
の
捉
え
方
が
さ

れ
て
い
る
。
形
容
詞
終
止
形
末
尾
の
シ
を
除
い
た
部
分
を
語
基
と
し
た
と
き
、

語
幹
と
語
基
が
一
致
す
る
ク
活
用
形
容
詞
に
対
し
、
シ
ク
活
用
は
「
語
基+

シ
」
が
語
幹
と
な
り
（
サ
カ+

シ
［
賢
］
な
ど
）、
語
基
と
語
幹
が
一
致
し
な

い
（
以
上
の
こ
と
は
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』
に
詳
し
い
）。
ま
た
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
に
お
い
て
、
語
幹
と
語
基
と
の
用
法
の
異

な
り
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
同
じ
よ
う
に
名
詞
が
下
接
し

て
複
合
語
を
構
成
す
る
場
合
で
も
、
語
基
＋
名
詞
（
マ
サ
メ
［
正
目
］、
ム
ナ

コ
ト
［
空
言
］
な
ど
）
で
は
「
状
態
的
意
味
を
表
す
傾
向
」
が
、
語
幹
＋
名

詞
（
ハ
シ
ヅ
マ
［
愛
妻
］、
ク
シ
ミ
タ
マ
［
奇
魂
］
な
ど
）
で
は
「
情
意
的
意

味
を
表
す
傾
向
」
の
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
二
篇
「
被
覆
形
と
形
容
詞
語
基
」
で
は
、
名
詞
・
動
詞
被
覆
形
と
、
形

容
詞
語
基
と
の
関
係
（
類
似
性
）
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
類
似
性
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
（
基
本
的
に
は
）
準
独
立
的
要
素
と
し

て
、
複
合
・
派
生
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
詞
被
覆
形

も
ク
活
用
形
容
詞
語
基
も
、
名
詞
を
伴
っ
て
複
合
名
詞
を
形
成
す
る
こ
と

（
サ
カ
ヅ
キ
［
酒
杯
］、
ナ
ガ
コ
ヒ
［
長
恋
］
な
ど
）、
動
詞
被
覆
形
も
シ
ク
活

用
形
容
詞
語
基
も
、
動
詞
化
接
辞
を
伴
っ
て
派
生
動
詞
を
構
成
す
る
こ
と

（
オ
コ
ス
［
起
］、
タ
ダ
ス
［
正
］
な
ど
）
で
あ
る
。
名
詞
被
覆
形
と
動
詞
被
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覆
形
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
有
坂
秀
世
・
川
端
善
明
両
氏
に
も
議
論

が
あ
る
。
本
篇
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
論
を
承
け
、
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え

る
。第

三
篇「
形
容
詞
語
幹
・
語
基
と
形
容
動
詞
語
幹
」で
は
、
形
容
詞
語
幹
・

語
基
と
形
容
動
詞
語
幹
と
の
関
係
が
整
理
さ
れ
る
。
こ
こ
で
対
象
と
な
る

「
関
係
」
は
、「
形
容
動
詞
後
項
が
形
容
詞
語
幹
（
・
語
基
）
を
持
つ
」（
準
独

立
的
要
素
＋
形
容
詞
語
幹
＋
ニ
・
ナ
リ
の
例
と
し
て
、
マ
ナ
ホ
ニ
［
真
直
］

な
ど
）、「
形
容
詞
と
形
容
動
詞
で
語
幹
・
語
基
が
共
通
す
る
」（
独
立
的
要

素
＋
形
容
詞
語
幹
の
例
と
し
て
、
シ
タ
ド
シ
―
シ
タ
ド
ニ
［
舌
疾
］）、「
形
容

詞
語
幹
と
形
容
動
詞
語
幹
の
相
互
の
派
生
」（「
形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
」
に
、

さ
ら
に
「
形
容
詞
化
」
が
重
な
る
例
と
し
て
、
ア
カ
シ
→
ア
カ
ラ
カ
→
ア
カ

ラ
ケ
シ
）
で
あ
る
。

第
四
編
「
準
独
立
的
要
素
と
情
態
的
語
基
」
で
は
、「
準
独
立
的
要
素
」
に

つ
い
て
、
更
な
る
検
討
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
、「
二
つ
以
上
の
要
素
の
複

合
・
派
生
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の
で
準
独
立
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
語

基
」（
情
態
的
語
基
）
を
中
心
的
な
検
討
対
象
と
す
る
。

注
意
し
た
い
の
は
、
情
態
的
語
基
は
、「
準
独
立
的
要
素
」
に
は
含
め
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
例
え
ば
、
ト
ホ
ナ
ガ
ニ
［
遠
長
］
の
語
基
ト
ホ
ナ
ガ

は
、
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
、
す
な
わ
ち
、
単
独
の
準
独
立
的
要
素
で
あ
る

ト
ホ
［
遠
］・
ナ
ガ
［
長
］
の
複
合
し
た
も
の
だ
が
、
準
独
立
的
要
素
と
は
見

な
い
。
派
生
に
関
し
て
も
同
様
で
、
サ
ヤ
カ
ニ［
清
］の
語
基
サ
ヤ
カ
は
、
準

独
立
的
要
素
で
あ
る
語
基
サ
ヤ
［
清
］
に
非
独
立
的
要
素
で
あ
る
接
尾
辞
カ

が
伴
っ
た
も
の
で
あ
り
、準
独
立
的
要
素
と
は
見
な
い
）。
こ
の
よ
う
な
区
別

は
先
行
論
に
も
似
た
も
の
が
あ
る
が
、
本
書
は
、
語
構
成
の
観
点
か
ら
よ
り

詳
細
な
整
理
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
篇
「
派
生
情
態
的
語
基
の
用
法
と
変
遷
」
で
は
、「
今
後
と
も
発
展
す

る
見
込
み
の
あ
る
課
題
」（「
あ
と
が
き
」よ
り
）と
し
て
、
第
四
章
で
も
扱
っ

た
情
態
的
語
基
の
う
ち
、
派
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
整
理

し
て
い
る
。

ま
ず
、
二
音
節
語
基
が
接
尾
辞
ラ
・
ル
・
ロ
を
伴
う「
ラ
接
尾
形
」（
ヒ
ロ

ラ
ニ
［
広
］
の
ヒ
ロ
ラ
な
ど
）、
同
じ
く
リ
・
レ
を
伴
う
「
リ
接
尾
形
」（
ハ

ダ
レ
ニ
［
薄
垂
］
の
ハ
ダ
レ
な
ど
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
の
変
遷

を
述
べ
る
。
続
け
て
、
二
音
節
語
基
と
（
ク
活
用
）
形
容
詞
語
幹
の
関
係
が

整
理
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
二
音
節
語
基
が
形
容
詞
語
幹
か
そ
う
で
な
い
か

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
語
基
が
形
容
詞
語
幹
で
な
い
場
合
に
は
多

く
の
例
が
あ
る
「
語
基
＋
ロ
」（
ス
ゾ
ロ
ニ
［
漫
］
の
ス
ゾ
ロ
な
ど
）
の
形
は
、

形
容
詞
語
幹
の
場
合
に
は
見
ら
れ
な
い
（
あ
り
え
そ
う
な
場
合
で
も
、
ホ
ソ

ラ
カ
［
細
］
の
ホ
ソ
ラ
の
よ
う
な
「
語
基
＋
ラ
」
し
か
見
え
な
い
）、
な
ど
と

い
っ
た
違
い
で
あ
る
。

先
行
論
へ
の
広
い
目
配
り
と
、
用
例
の
博
捜
に
基
づ
く
精
緻
な
記
述
・
考

証
は
、
氏
の
研
究
の
特
色
と
し
て
こ
れ
ま
で
も
言
及
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
本
書
も
そ
の
ス
タ
イ
ル
で
貫
か
れ
て
い
る
。
極
め
て
堅
実
な
研
究
手

法
の
実
践
で
あ
り
、
論
の
内
容
以
外
に
も
、
学
ぶ
こ
と
の
多
い
一
冊
で
あ
る
。

（
塙
書
房
、
二
〇
二
三
年
、
四
一
八
頁
、
一
四
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
い
と
う
・
と
も
ひ
ろ

　
藤
女
子
大
学
講
師
）
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